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NY マーケットレポート（2019 年 8 月 29 日） 
 

 
出所：SBILM 
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NY市場レポート 

主要な米経済指標結果 

2Q GDP（前期比年率） 2.0％（予想 2.0％・前回 2.1％） 

2Q 個人消費（前期比） 4.7％（予想 4.3％・前回 4.3％） 

米 4-6 月期の GDP 改定値は、前期比+2.0％となり、速報値から下方修正された。米中の貿易摩擦を背景に輸

出が下方修正されたことや、住宅投資が下方修正されたことが影響した。ただ、個人消費は 4.7％（速報値

4.3％）に上方修正されたが、輸入は+0.1％（+0.1％）だったが、輸出は-5.8％（-5.2％）、住宅投資は-2.9％

（-1.5％）、設備投資は-0.6％（-0.6％）。FRBが物価の目安とする個人消費支出（PCE）物価指数は、前年同

期比+1.4％と、FRB の目標である 2％を大きく下回っている。 

 

データを基に SBILMが作成 
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データを基に SBILMが作成 

 

新規失業保険申請件数 21.5 万件（予想 21.5万件・前回 20.9万件⇒21.1万件） 

失業保険継続受給者数 169.8 万人（予想 168.6万人・前回 167.4 万人⇒167.6 万人） 

米失業保険申請件数は、前週比+0.4 万件となり、市場予想と一致した。申請件数の 4週移動平均は、前週比

-500 件の 21.5 万件。また失業保険継続受給者数は、前週比+2.2 万人の 169.8 万人となり、4 週移動平均は

-250人の 169.7 万人だった。 

 

データを基に SBILMが作成 
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7 月中古住宅販売仮契約（前月比） -2.5％（予想 0.0％・前回 2.8％） 

7 月中古住宅販売仮契約（前年比） 1.7％（予想 1.8％・前回 -0.6％） 

7 月の米中古住宅仮契約は、市場予想を大きく下回り、2018 年 1 月以来の大きなマイナス幅となった。住宅

ローン金利の低下や所得の伸びがあるものの、すべての地区で減少したことが影響した。地域別では、北東

部が-1.6％（+2.7％）、中西部が-2.5％（+3.3％）、南部は-2.4％（+1.3％）、西部は-3.4％（+5.4％）。  

 

データを基に SBILMが作成 
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米主要株価指数は大幅続伸  

米株式市場は、中国商務省の報道官が米中閣僚級協議開催に前向きな姿勢を示したことや、トランプ米大統

領が米中協議を予定しているとしたことから、米中協議の進展期待が高まり、主要株価指数は軒並み大幅上

昇となった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比 372 ドル高まで上昇した。その後は

やや上げ幅を縮小して 326 ドル高で終了、8/8 以来 3 週間ぶりの高値となった。一方、ハイテク株中心のナ

スダックは、116ポイント高で終了した。 

 

データを基に SBILMが作成 
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ドル円・クロス円は堅調な動き 

NY 市場序盤に第 2四半期の米 GDP改定値が発表され、速報値から下方修正されたものの、個人消費が上方修

正されたこともあり、ドルの下値は限定的だった。中国が米国の制裁関税引き上げに当面は報復しない方針

を示唆したとの報道や、中国商務省の報道官が米中閣僚級協議に前向きな姿勢を示したこと、さらにトラン

プ米大統領が異なるレベルでの米中協議を進める予定としたことから、米中貿易協議の進展期待が高まり、

投資家のリスク回避の動きが和らいだ。これを受けて、米主要株価指数が軒並み大幅上昇となったことや、

米国債利回りの上昇も加わり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなり、ドル/円は 106.68 まで上昇し、1 週

間ぶりの高値を付けた。 

 

出所：総合分析チャート 

 

前営業日のロシアルーブル、ブラジルレアル 

 

◇ロシアルーブル 

29 日のルーブルは対ドルで 66.6925ルーブルと前日終値比で横這いとなった一方、対円では 1.5955円とル

ーブル高・円安となった。ブレント原油の下落が嫌気されたものの、米中通商問題を巡る対立懸念の緩和や

ロシア株式市場の上昇が支援材料となった。 
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ドル建のロシア RTS株価指数は 18.23Pts高の 1,284.94Pts と続伸したほか、MOEX 指数も 2,714.25Pts 

(36.94Pts高）と続伸した。米中通商交渉を巡る対立への懸念が緩和し NY 株式市場が大幅に上昇したこと、

さらに天然ガス大手の好決算も指数の押上げに寄与し、両指数ともに高値圏での引けとなった。 

 

◇ブラジルレアル 

レアルは対ドルで 4.1697レアル、対円でも 25.529円と対ドル、対円でレアルが下落した。ブラジルの 4-6

月期 GDP は前期比+0.4%と前期のマイナス成長からプラス成長を回復したほか、ボベスパ指数も上昇したもの

の、ブラジル中銀によるドル売り介入による押上げの反動から上値が抑制された。 

 

ボベスパ指数は 2,330.90Pts 高の 100,524.43Pts と 3日続伸した。8/22以来の 100,000.00 の大台を回復、

中国商務省報道官の発言に続き、トランプ米大統領からも米中貿易協議再開への前向きな発言が好感された

ことで指数の押上げにつながった。加えてブラジルの 4-6月期ＧＤＰが前期比+0.4%と 1-3 月期のマイナス成

長から回復したことも支援材料となった。 

 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


